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外来化学療法センターの紹介

①来院
②採血、診察
③外来化学療法センターで点滴
④会計
⑤院外処方⇒院外薬局へ
院内処方⇒サテライト薬局へ

ベッド数 22床
専任看護師 5名
担当薬剤師 3名
医師 1名（当番医：午前、午後で交代）各診療科持ち回りで担当

化学療法実施件数 35-40件/日、約700件/月
登録レジメン数 約900件

患者さん
の流れ



外来化学療法センターでの薬剤師の役割

①抗がん剤の準備、調製
・投与量や患者背景などを確認し、薬剤の準備を行う
・当日は医師の診察後、投与可能の指示がくる
⇒薬剤毎の開始基準を満たしているか確認した後に調製を開始する

②薬剤指導、レジメンシールお渡し
初回投与時や、特に継続的指導の必要性がある患者に対し、薬剤指導
を実施する。その際、使用レジメンや投与量、主な副作用の発現状況
などが記載されたレジメンシールをお渡しする

③レジメン管理
・抗がん剤はもちろん、支持療法や輸液なども管理
・原則として、院内で使用するすべてのレジメンをレジメン審査委員会
で審査し、承認されたレジメンを使用
(レジメン審査委員会は、外来化学療法センター担当薬剤師、医師、
看護師、管理栄養士より構成)

・各薬剤の適応の有無や論文、ガイドラインなどのエビデンスなどを考慮
し、承認可能かどうか決める



出典：厚生労働省保険局医療課
令和２年度診療報酬改定の概要（個別的事項）

医療機関と薬局との連携



連携充実加算

出典：厚生労働省保険局医療課
令和２年度診療報酬改定の概要（個別的事項）



金沢大学附属病院化学療法
レジメンの閲覧方法
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• 臓器別に登録

• 外来化学療法が可能な
レジメンを公開

• 入院専用レジメンは現
在未公開

• 臓器別リンクからPDF
が開く



• 未使用レジメンは未公
開のため、番号が抜け
る場合あり

• 商品名で表記
• 後発品の会社名は省略

• 公開レジメンは標準量
のみ記載

• 患者さんに渡すレジメ
ン内容には、支持療法
を含め、実施中の治療
内容を記載

• お薬手帳シールとして
発行



• PDFのブックマー
ク（しおり）から
レジメンを検索可
能
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